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   Ｃ０７Ｃ  67/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/734    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 227/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 229/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 217/58     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 265/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/96     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  43/225    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 281/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/60     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｂ  61/00    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ 273/18    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 275/34    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  67/08    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/734   　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ 227/18    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 229/22    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 217/58    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 265/12    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/96    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ  43/225   　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｃ 281/20    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   9/50    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 233/60    １０４　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４８　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月2日(2011.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
溶液組成及び／又は溶液温度の変化に伴い選択的に晶析される、下記の化学式（１）で示
される、有機合成試薬を晶析させる工程からなる分離工程を含む有機合成反応用試薬。
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ３、及びＲ５は、水素原子であり、Ｒ２及びＲ４は、炭素数が１８～３
０のアルコキシル基である。また、式中、Ｘは、下記式（Ａ）から（Ｈ）、（Ｍ）、（Ｍ
’）、及び（Ｎ）で表される試薬活性部位を示す。

【化２】

　　　　　　　　　　　　　　　　

【化３】

　　　　　　　　　　　　　　　　
【化４】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【化５】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【化６】
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【化７】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【化８】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【化９】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【化１０】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【化１１】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（式（Ａ）から（Ｈ）、（Ｍ）、及び（Ｎ）中、Ｙは、炭素数１以上１０以下のアルキレ
ン基である。また、式（Ｍ）及び（Ｍ’）中、ｍ及びｎは、それぞれ独立に０又は１であ
り、Ｚａは塩素原子、又は臭素原子であり、Ｚｂはヒドロキシル基、塩素原子、又は臭素
原子である。）
【請求項２】
前記化学式（１）中の試薬活性部位Ｘを表す前記式（Ａ）から（Ｈ）、（Ｍ）、及び（Ｎ
）中のＹが、メチレン基である請求項１に記載の有機合成反応用試薬。
【請求項３】
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前記化学式（１）中のＲ２及びＲ４が、炭素数１８～２２のアルコキシル基である請求項
１又は２に記載の有機合成反応用試薬。
【請求項４】
前記化学式（１）中のＲ２及びＲ４が、ドコシロキシ基（Ｃ２２Ｈ４５Ｏ－）である請求
項１又は２に記載の有機合成反応用試薬。
【請求項５】
前記化学式（１）中の試薬活性部位Ｘが、前記式（Ｍ）、又は（Ｍ’）で示される官能基
である請求項１から４のいずれかに記載の有機合成反応用試薬。
【請求項６】
前記化学式（１）中の試薬活性部位Ｘが、ヒドロキシメチル基であり、Ｒ２及びＲ４がド
コシロキシ基（Ｃ２２Ｈ４５Ｏ－）である請求項１に記載の有機合成反応用試薬。
【請求項７】
請求項１から６のいずれかに記載の有機合成反応用試薬を用いた有機合成反応方法であっ
て、
前記化学式（１）中の試薬活性部位Ｘが反応に関与する反応系に、前記有機合成反応用試
薬を溶解させて反応を行う反応工程と、
その後、前記有機合成反応用試薬、及び反応後の前記有機合成反応用試薬を分離させる分
離工程と、を含む、有機合成反応方法。
【請求項８】
前記分離工程における有機合成反応用試薬及び反応後の有機合成反応用試薬を分離させる
分離工程の少なくとも一つが、該有機合成反応用試薬を晶析させて分離する工程又は該有
機合成反応用試薬を分離用溶媒に抽出して分離する工程である、請求項７に記載の有機合
成反応方法。
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